
広報はつかいち平成 年 月号

　
　
歳
以
上
で
働
く
意
欲
が
あ
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す

個
々
の
希
望

に
合

た
仕
事
を
し
て
生
き
が
い
の

あ
る
人
生
を
送
り
ま
し

う

女
性

の
入
会
も
歓
迎
し
ま
す

ま
ず
は
入

会
説
明
会
へ
参
加
し
て
く
だ
さ
い

と
き
・
と
こ
ろ
 

　
月

日

・
廿
日
市
本
所
　

月
　
日

・
廿
日
市
本
所

月
　
日

・
シ
ル
バ

人
材
セ
ン

タ

大
野
支
所

月
　
日

・
廿
日
市
本
所

月

日

・
廿
日
市
本
所

月

日

・
シ
ル
バ

人
材
セ
ン

タ

大
野
支
所

※
時
間
は
す
べ
て
　
時
　
分

申
込
方
法
　
シ
ル
バ

人
材
セ
ン

タ

緯
欝

ま
で
電
話
で

　
第
　
次
廿
日
市
市
交
通
安
全
計
画

に
関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

閲
覧
・
意
見
書
配
布
場
所
　
市
ホ

ム
ペ

ジ

市
役
所

階
地
域
政

策
課

各
支
所
地
域
づ
く
り
担
当

各
市
民
セ
ン
タ

※
閉
庁
日

休
館
日
は
除
く

意
見
書
を
提
出
で
き
る
人

・
市
内
に
在
住

在
勤

在
学
の
人

・
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
持
つ

人

団
体

提
出
方
法
　
意
見
書
に
記
入
し

市

ホ

ム
ペ

ジ
の
専
用
フ

ム

持
参
ま
た
は
郵
送
で
次
へ

〒

住
所
不
要

　
廿
日
市
市
役
所
　
地
域
政
策
課

受
付
期
間
　
　
月

日

　
日

　
詳
し
く
は

市
ホ

ム
ペ

ジ
ま

た
は
各
閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る

意
見
募
集
の
お
知
ら
せ

を
確
認

し
て
く
だ
さ
い

　
廿
日
市
警
察
署
で
は

上
平
良
で

あ

た
女
子
高
生
等
殺
人
事
件
の
情

報
を
広
く
求
め
る
た
め
に

次
の

カ
所
に
情
報
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

設
置
場
所

・
市
役
所

階

・
ゆ
め
タ
ウ
ン
廿
日
市

階
中
央
桜

の
エ
ス
カ
レ

タ

横

・
フ
ジ
グ
ラ
ン
ナ
タ
リ

階
阿
品

駅
連
絡
通
路
出
入
口

・
広
島
県
運
転
免
許
セ
ン
タ

1
階

・
マ
ル
シ

ク
上
平
良
店

・
ザ
・
ビ

グ
宮
内
店
1
階

　
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん

些
細
な

こ
と
で
も

情
報
箱
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先
　
廿
日
市
警
察
署
緯

雲

　
人
材
育
成
を
推
進
し

経
営
力
強

化
や
生
産
性
向
上
な
ど
を
図
る
た
め

市
内
中
小
企
業
の
経
営
者
ま
た
は
従

業
員
が
受
け
る
中
小
企
業
大
学
校
広

島
校
が
開
講
す
る
研
修
受
講
料
の
一

部
を
補
助
し
ま
す

補
助
額
　
受
講
料
の

分
の

以
内
で

事
業
者
当
た
り

万
円
が
上
限

　
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
は
飼
育
数

の
多
い
少
な
い
に
関
係
な
く

蜜

蜂
飼
育
届

の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す

毎
年

月
末
ま
で
に

県
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

た
だ
し

園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
用
に
飼
育
す

る
な
ど
届
け
出
が
不
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す

詳
し
く
は

県
西
部
畜
産

事
務
所
緯

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
米

も
ち

米
菓

だ
ん
ご
な
ど

を
生
産

製
造

販
売

提
供

外

食
店
舗
な
ど
を
含
む

す
る
場
合
に

は

取
引
の
記
録
と
産
地
情
報
の
伝

達
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

取
引
記
録
　
仕
入
れ
ま
た
は
販
売
伝

票
な
ど
に
必
要
事
項

品
名

産

地

数
量

年
月
日

取
引
先

自
店
舗
名
な
ど

が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し

年
間

米
飯
類
は

カ
月
間

保
存

産
地
情
報
の
伝
達
　
商
品
の
包
装
容

器
ま
た
は
納
品
書
な
ど
に

使
用

し
て
い
る
原
料
米
の
産
地
を
記
載

※
外
食
店
で
米
飯
類
を
提
供
す
る
場

合
は

店
内
の
見
え
や
す
い
場
所

に
使
用
す
る
米
の
産
地
を
表
示

　
詳
し
く
は

農
林
水
産
省
ホ

ム

ペ

ジ
を
確
認
す
る
か

中
国
四
国

農
政
局
広
島
県
拠
点
緯

ま
た
は

県
農
業

技
術
課
緯

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
日
本
気
象
協
会
中
国
支
店
編
集
の

年
版

暦
象
と
潮
位

広

島
県
の
気
象

を
販
売
し
ま
す

販
売
期
間
　
　
月
　
日

　

販
売
価
格
　

部

円

※
売
り
切
れ
次
第

終
了

　
都
市
計
画
の
追
加

変
更
を
お
知

ら
せ
し
ま
す

追
　
加
　
広
島
圏
都
市
計
画
ご
み
処
理

場

号
廿
日
市
ク
リ

ン
セ
ン
タ

変
　
更
　
広
島
圏
都
市
計
画
汚
物
処

理
場

号
廿
日
市
衛
生
セ
ン
タ

告
示
日
　
　
月
　
日

閲
覧
場
所
　
市
役
所

階
都
市
計
画
課

 
は
つ
か
い
ち
さ
く
ら
賞

は

市

の
生
涯
学
習
の
普
及
・
推
進
に
貢
献

し
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
す

表
彰
式
は
　
月

日
の
は

つ
か
い
ち
市
民
文
化
祭
の
オ

プ
ニ

ン
グ
で
行
わ
れ
ま
し
た

活
動
・
功
績
の
概
要
　
平
成
　
年
度

全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
　
回
全

日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
女
子

杓
の
部
で
第

位

活
動
・
功
績
の
概
要
　
平
成
　
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
第

　
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
大
会
男

子
個
人
の
部
で
優
勝

■
広
島
高
速
道
路
サ

ビ
ス
に

関
す
る
ア
ン
ケ

ト
の
実
施

と
　
き

対
　
象
　
月
　
日

ま
で

広
島
高
速
道
路
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人

回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で

人
に
Q
U
O
カ

ド

円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

回
答
方
法
な
ど
詳
し
く
は

広
島
高
速
道
路
公
社
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
広
島
県
高
速
道
路
公
社

緯

■
バ

ド
ウ
オ

チ
ン
グ

と
　
き

と
こ
ろ
　
月
　
日

　
時

　
時

雨
天
決
行

お
お
の
自
然
観
察
セ
ン
タ

と
園
内

講
師
野
鳥
ア
ド
バ
イ
ザ

柚
山
政
之
さ
ん

予
約

参
加
不
要

無
料

お
お
の
自
然
観
察
の
森
に
は

約
　
種
類
の
野
鳥
が
生
息
し
て
い
ま
す

気
軽
に
自
然

と
触
れ
合
え

心
和
む
バ

ド
ウ
オ

チ
ン
グ
を
通
し
て
自
然
を
実
感
で
き
ま
す

問
お
お
の
自
然
観
察
の
森

緯
駅

高
齢
介
護
課
緯
運

シ
ル
バ

会
員
募
集

■
第
　
次
廿
日
市
市
交
通
安
全

計
画
に
関
す
る
意
見
募
集

■地
域
政
策
課
緯
運

女
子
高
生
等
殺
人
事
件
の

情
報
箱
設
置

■地
域
政
策
課
緯
運

一
般

産
業
振
興
課
緯
運

中
小
企
業
向
け
の
補
助
金

■農
林
水
産
課
緯
運

蜜
蜂
飼
育
届
の
提
出

■農
林
水
産
課
緯
運

米
の
流
通
の
た
め
の
制
度

■

農
林
水
産
課
緯
運

潮
位
表
の
販
売

■都
市
計
画
課
緯
運

都
市
計
画
の
追
加
と
変
更

■

平
成
　
年
度
前
期

は
つ
か
い
ち
さ
く
ら
賞

■生
涯
学
習
課
緯
運

放火による火災を防ぐためのポイント　家の周りに燃えやすい物を置
かない、ごみは収集日の朝に出す、屋外灯をつける、車庫や物置に
は鍵をかける、車やバイクのカバーは防災物品を使う　など

■放火に注意
問い合わせ　消防本部予防課緯運 nformationIews &N

大野東中学校 年

 上 
うえ

 田  
だ

 万 
ま

 葵 　さん
き

宮島工業高等学校 年

 渡  邉  
わた なべ

 晃  輝 　さん
こう き

広報はつかいち平成 年 月号

●
特
別
障
害
者
手
当
　
身
体
ま
た
は

精
神
に
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め

日
常
生
活
で
常
時
特

別
な
介
護
が
必
要
で
あ
る

在
宅

の
　
歳
以
上
の
人
に
支
給

※
原
爆
被
爆
者
介
護
手
当
の
受
給
者

は

額
が
調
整
さ
れ
ま
す

●
障
害
児
福
祉
手
当
　
身
体
ま
た
は

精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り

日
常
生
活
で
常
時
介
護
が
必
要
な

在
宅
の
　
歳
未
満
の
人
に
支
給

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
　
身
体
ま
た

は
精
神
に

重
度
ま
た
は
中
度
の

障
が
い
が
あ
る
　
歳
未
満
の
人
を

監
護
す
る
人
に
対
し
て
支
給

支
給
額

月
額
　
特
別
障
害
者
手

当

万

円

障
害
児
福

祉
手
当

万

円

特
別

児
童
扶
養
手
当

級

万

円

級

万

円

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
持

て
い
な
い
場
合
で
も

疾
病
に
よ
り

受
給
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

※
条
件
が
あ
り
ま
す

詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
請
方
法
　
医
師
に
よ
る
診
断
書
を

市
役
所

階
障
害
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
福
祉
担
当
ま
で
持
参

※
診
断
書
の
用
紙
は
障
害
福
祉
課

各
支
所
福
祉
担
当
に
あ
り
ま
す

　
男
子
　
・

灼

女
子
　
・

灼

の
コ

ス
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ラ
ン

ナ

た
ち
の
熱
い
レ

ス

冬
空
の

中
を
駆
け
抜
け
る
ア
ス
リ

ト
た
ち

に

皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
と
交
通

規
制
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

と
　
き
　
　
月
　
日

　
時
　
分

ス
タ

ト
場
所
　
玖
島
・
大
沢
峠

■
納
期
限
　
月
　
日

月

日

固
定
資
産
税

期

国
民
健
康
保
険
税

期

介
護
保
険
料

期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

期

保
育
料
・
延
長
保
育
料
　
月

留
守
家
庭
児
童
会
利
用
料
　
月

市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
　
月

社
会
福
祉
施
設
入
所
者
負
担
金
　
月

■
夜
間
納
税
窓
口
　
日
　
日

　
時
　
分

　
時

市
役
所

階
税
制
収
納
課

問
税
制
収
納
課

緯
運

障
害
福
祉
課
緯
運

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
支
給

■

ス
ポ

ツ

佐
北
駅
伝
大
会
実
行
委
員
会
緯
演

第
　
回
佐
北
駅
伝
大
会

■

凍結から守る方法　管に保温チューブや毛布を巻き、上からビニールテープなどを巻く
凍結した場合　溶けるのを待つか、布やタオルの上からぬるま湯をかける（熱湯は厳禁）
破裂した場合　メーターボックス内の止水栓を閉め、給水装置工事事業者に修理を依頼する

気温がマイナス 度以下に
なると、水道管が破裂する
事故が多くなります。

■水道管の凍結防止
問い合わせ　水道局工務課緯荏

　
世
帯
内
で
同
じ
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
全
員
の

年
間

毎
年

月

月

に
負
担
し
た
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

各

制
度
か
ら
高
額
療
養
費
な
ど
の
支
給

額
に
相
当
す
る
額
を
除
く

を
合
計

し
た
額
が

限
度
額

表

を
超
え
た
場
合

申
請
に
よ
り
超
え

た
金
額
分
を
支
給
し
ま
す

た
だ
し

福
祉
・
健
康

歳以上の人の自己負担限度額（表 ）
被用者保険(※ )、国民健康保険、

後期高齢者医療と介護保険の支払い総額所得区分

万円現役並み所得者
医療機関での自己負担が 割の人

万円
一般
世帯の中に市民税を課税されている
人がいる人

万円低所得者実
世帯員全員が市民税非課税の人

万円
低所得者質
世帯員全員が市民税非課税で、全員
の所得が一定以下（年金収入 万円
以下など）の人

歳未満で国民健康保険に加入の人の自己負担限度額（表 ）
国民健康保険と介護保険の

支払い総額所得区分
平成 年 月～平成 年 月～

平成 年 月

万円万円国保加入者の旧ただし書き所得（※ ）の合計が
万円超の人

万円万円国保加入者の旧ただし書き所得の合計が
万円超 万円以下の人

万円万円国保加入者の旧ただし書き所得の合計が
万円超 万円以下の人

万円万円国保加入者の旧ただし書き所得の合計が 万円以下の人

万円万円同一世帯の世帯主と国保加入者が市民税非課税の人

歳未満で被用者保険に加入の人の自己負担限度額（表 ）
被用者保険と介護保険の支払い総額

所得区分
平成 年 月～平成 年 月～

平成 年 月
万円万円標準報酬月額（※ ） 万円以上の人
万円万円標準報酬月額 万～ 万円の人
万円万円標準報酬月額 万～ 万円の人
万円万円標準報酬月額 万円以下の人
万円万円被保険者が市民税非課税の人など

※ 　企業の健康保険、船員保険、共済組
合などのこと
※ 　標準報酬月額は、毎年 回（ 月）
に ・ ・ 月の給料（報酬）の平均額
を用いて、全 等級で定めた金額です。
給料額と完全に一致するものではありま
せん
※ 　旧ただし書き所得＝総所得金額など
－基礎控除（ 万円）
総所得金額など　前年の総所得金額と山林
所得、株式の配当所得、譲渡所得などの
合計。ただし、退職所得は含まず、雑損
失の繰越控除は適用しません。

超
え
た
金
額
が

円
以
下
の
場

合
に
は

支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　
ま
た

次
の
負
担
は
合
算
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん

・
福
祉
用
具
購
入
費

住
宅
改
修
費

の

割
ま
た
は

割
負
担
分

・
施
設
サ

ビ
ス
な
ど
で
の
食
費

居
住
費

滞
在
費

そ
の
他
日

常
生
活
費

・
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ

ド

代

予
防
接
種
な
ど

医
療
保
険

適
用
対
象
外
の
医
療

・
要
介
護
状
態
区
分
別
の
支
給
限
度

額
を
超
え
て
サ

ビ
ス
を
利
用
し

た
と
き
の
利
用
者
負
担

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

■高
齢
介
護
課
緯
運

玖島市民センター前

中学男子・女子

浅原市民センター前

JA栗栖支店前

男子 10：40
中学男子 10：41
女子・中学女子 10：41

男子 10：56
中学男子 10：57
女子・中学女子 10：59

男子 11：54
中学男子 11：15
女子・中学女子 11：20

11：21
10：30

11：35

11：08

中学男子 10：49
女子・中学女子 10：51

中学男子 11：07
女子・中学女子 11：11

コースと先頭通過予定時刻


